
令和 ８年  ８月 吉日 

   各  位  

                             国土環境緑化協会連合会 
国土環境緑化協会四国支部               

   

環境に配慮した のり面緑化技術講習会 
 

（一社）建設コンサルタンツ協会 認定プログラム 

（申請ＣＰＤ単位：３．５ポイント予定） 

 

   拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

   近年、地域環境の保全は大きな社会的課題となり、中でも「環境への配慮・コスト縮減」が 

より重要視されております。この度、「国土の保全」の立場からとらえた のり面緑化工に関す 

る技術講習会を開催致します。 

   ご多忙中恐れ入りますが、是非とも万障お繰り合わせのうえ、ご出席下さいますようお願い 

申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１．日   時：令和 ８年 ９月２５日（金） １３：００～１７：００ 

 

２．場   所：【サンメッセ香川 (２F 大会議室)】 

         香川県 高松市 林町 ２２１７番地１ 

         TEL 087-869-3333 FAX 087-869-3336 

            

３．受 講 料    ：無 料 

 

４．基調講演：岡山大学学術研究院 環境生命自然科学研究科  

       教 授   嶋  一 徹  

       「 自然修復における土壌環境の役割と重要性について 」 

           

５．講  演：簡易吹付法枠協会 

           「 ソイルクリート工法 ～環境に調和したグリーンインフラを目指して～ 」            

 

         国土環境緑化協会・マザーソイル協会 

         「 近年ののり面緑化工の役割 ～持続可能な社会の実現に向けて～ 」 

   

  ６．お申し込み・お問い合わせ 

     国土環境緑化協会連合会 四国支部事務局  

（日本植生㈱ 高松営業所内） 担当：吉森・北村 

             TEL(087)882-4455  FAX(087)882-4457  

 

７．建設系 CPD 協議会加盟団体（地盤工学会、全国土木施工管理技士会連合会 等）の 

いずれかに CPD 申請する場合は、所属団体名・会員番号を控えていただき 

ご参加いただきますよう宜しくお願い申し上げます。 

（※JCCAに CPD 申請する場合、所属団体名・会員番号は不要です。） 

 

８．そ の 他    ：誠にお手数ではございますが､９月１６日（水）までにご参加の 

有無を別紙ＦＡＸにて、ご連絡頂けますようお願い申し上げます。 

 

以上 

 



講 演 内 容 
 

・基調講演「自然修復における土壌環境の役割と重要性について」 

             岡山大学学術研究院 環境生命自然科学研究科 教授 嶋 一徹 

 

法面緑化や崩壊地などの自然修復に際しては、侵食防止等の防災的な機能のみならず 

周辺地域の自然生態系や生物多様性の回復も求められています。 

その際考慮すべきことは、本来の自然植生は地形や土壌環境に対応して多様な分布をしている 

ことに加えて、時間の経過とともに自然植生やそれを支える立地環境がゆっくり変遷していると 

いうことです。これらを考えると、全ての現場において元通りの自然を速やかに復元する必要が 

あるのか？あるいは大規模に破壊され修復不可能な機能や新たに人為的に造成すべきものは 

何なのか？ 

土壌環境の役割に注目しながら、自然修復を図る上で考慮すべきことをお話させて頂きます。 

 

 

・講演Ⅰ「ソイルクリート工法 ～環境に調和したグリーンインフラを目指して～」 

                 簡易吹付法枠協会 技術委員 久保 玄裕  

  

「グリーンインフラ」とは、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において 

自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを 

進める取組です。（※国交省「グリーンインフラ推進戦略（令和元年７月４日公表）」より） 

緑や水を活用し、防災・減災、生態系保全、さらには地域の活性化に貢献するという 

古くて新しい考え方です。法面保護工、特に法枠工は、緑も活用しながら防災・減災を 

目指しますので、グリーンインフラそのもの言ってもよいかもしれません。 

その法枠工について、効果と設計の考え方を中心に説明します。 

 

 

・講演Ⅱ「近年ののり面緑化工の役割 ～持続可能な社会の実現に向けて～」 

      国土環境緑化協会 技術委員長・マザーソイル協会 広報委員長 中村 剛志 

 

  近年、環境意識の高まりや外来植物による影響が指摘されるなか、緑化技術に求められる役割

も変化しています。また、ニホンジカによる食害が斜面崩壊につながる事例も確認されており 

のり面緑化には獣害や防災・減災への対策も求められています。 

本講演では、現在主流である牧草主体の緑化工の優位性と留意点に触れつつ、生物多様性に 

配慮したのり面緑化工および防災・減災に資する緑化技術について紹介します。 



 

国土環境緑化協会連合会 

   四国支部事務局  宛 （日本植生㈱ 高松営業所内） 

        

 

    ＦＡＸ（０８７）－８８２－４４５７ 
 

環境に配慮した のり面緑化技術講習会 
 

参 加 申 込 書 
 

参 加 ・ 不参加 
（ご希望を○で囲って下さい） 

 

貴 所 属 名 部 課 所 お 役 職 ご 芳 名 

   
 

    

    

    

● 講習会に先立ちまして、事前のご意見・ご質問がございましたらご記入下さい。 

 

 

 

 

 



 

「 環境に配慮したのり面緑化技術講習会 」 会場（地図） 
 

●場 所 ： 【 サンメッセ香川： 2F 大会議室 】 
           高松市 林町 2217番地1 
          TEL 087-869-3333 FAX 087-869-3336 

 

 

 

 
 

   


